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県
が
主
催
す
る
Ｄデ

ィ
ー

Ｅイ
ー

Ｔテ
ィ
ー

研
修
（
障
害
平

等
研
修
）
の
進
行
役
を
務
め
る
、
Ｄ
Ｅ
Ｔ

群
馬
の
飯
島
代
表
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
気
付
き
と
発
見

　
「
10
万
人
に
１
人
と
い
わ
れ
る
神
経
難

病
を
患
っ
て
い
て
、
８
年
前
か
ら
車
い
す

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
、
車
い

す
で
生
活
す
る
仲
間
２
人
と
共
に
Ｄ
Ｅ
Ｔ

群
馬
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

１
４
０
回
以
上
の
Ｄ
Ｅ
Ｔ
研
修
を
開
催

し
、約
５
４
０
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
で
は
『
気
付
き
と
発
見
』
を
大
切

に
し
て
い
る
た
め
、
進
行
役
が
何
か
を
教

え
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
で
考
え
気

付
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
ま
た
進
行
役
が
必
ず
障
害
の
あ
る
当
事

者
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
障
害
が
あ

る
人
の
姿
に
実
際
に
触
れ
、
対
話
を
し
な

が
ら
進
め
る
か
ら
こ
そ
、
受
講
者
に
多
く

の
こ
と
が
伝
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

多
様
な
人
を
認
め
合
え
る
社
会
を

　
「
研
修
で
は
最
初
に
『
障
害
と
は
何
か
』

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
車
い
す

で
街
に
出
掛
け
た
人
の
絵
を
見
て
、
障
害

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
議
論
し
ま
す
。
研

修
を
受
け
る
前
は
、
障
害
が
あ
る
人
に
視

点
を
向
け
た
答
え
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

研
修
を
受
け
る
と
、
障
害
と
は
社
会
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
障
害
を
取
り
除
く
た

め
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

　
意
識
が
変
わ
り
、
具
体
的
に
行
動
す
る

こ
と
で
、
初
め
て
地
域
や
社
会
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｔ
研
修
の
最
終
目
的

は
、
世
の
中
に
多
様
な
人
が
い
る
こ
と
を

認
め
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
普
段
、
障
害
に

つ
い
て
他
の
人
と
数
時
間
も
話
し
合
う
機

会
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
こ
の
研
修
を
受
け
て
も

ら
い
た
い
で
す
」

　
県
が
進
め
て
い
る
、
誰
も
が
支
え
合

う
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の

一
つ
に
「
農
福
連
携
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
農
福
連
携
」
と
は
、
人
手
が
足
り

な
い
農
業
分
野
と
働
け
る
環
境
を
求
め

る
福
祉
分
野
を
結
び
付
け
る
取
り
組
み

で
す
。
福
祉
事
業
所
や
障
害
の
あ
る
人

を
雇
用
す
る
法
人
が
、
農
作
業
を
請
け

負
っ
た
り
農
業
に
参
入
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
県
は
昨
年
、
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
に
農
福

連
携
相
談
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。
農
家

か
ら
相
談
を
受
け
た
Ｊ
Ａ
の
依
頼
に
よ

り
、
障
害
者
施
設
側
の
窓
口
（
共
同
受

注
窓
口
）
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。
施

設
に
通
う
障
害
の
あ
る
人
は
、
施
設
外

で
働
く
機
会
を
得
る
こ
と
で
新
た
な
や

り
が
い
が
持
て
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
8
月
に
は
、
Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎

に
２
カ
所
目
と
な
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
庁
農
業
構
造
政
策

課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６・３
０
２
４
）

Ｄ
Ｅ
Ｔ
研
修

　
１
９
９
０
年
代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ

た
障
害
学
習
。障
害
の
あ
る
人
が
進
行
役（
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
を
務
め
、
参
加
者
同
士
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
問
題
を
発
見
し
解
決
の
た
め

の
行
動
を
考
え
る
「
発
見
型
学
習
」
を
取
り
入

れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

誰
も
が
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に

向
け
て
　
～
農
福
連
携
～

講師　ＤＥＴ群馬のファシリテーター
対象　県民および県内企業に勤務する人　　費用　無料
申し込み方法　所定の申込用紙
申込用紙入手先　県ホームページ（https://www.pref.
gunma.jp/houdou/d43g_00079.html）（上図からも読み取れます）
申し込み・問い合わせ先　県庁障害政策課（☎下記）
◆心をつなぐハンドブック
　障害のある人とない人が支え合う共生社会を実現するため、障害
の特性や生活の中で必要な配慮などを分かりやすくまとめています。
入手先　県ホームページ（https://www.pref.gunma.
jp/02/d42g_00060.html）（右図からも読み取れます）
問い合わせ先　県庁障害政策課（☎下記）

◆障害のある人向けの相談窓口
〇障害者１１０番
　障害のある人の権利侵害や日常生活における相談に応じます。
相談日・時間　
・電話・来所相談…月～金曜日　午前９時～正午、午後１時～３時
※祝日を除く
・弁護士法律相談…第１・３火曜日（原則）　午後２時～４時
※来所相談、弁護士法律相談は、事前に相談先に連絡してください
費用　無料
相談先
・☎　０２７－２５１－１１００
・ FAX０２７－２５５－６２７５
〇障害者差別相談窓口
　障害を理由とする差別に関する相談に応じます。
相談日・時間　月～金曜日　午前9時～午後４時30分
※祝日を除く
※来所相談は、事前に相談先に連絡してください
費用　無料
相談先
・☎　０２７－２５１－１１６６
・ FAX  ０２７－２５５－６２７５

日程 時間 場所 定員

10月25日（金）午後１時30分～４時30分 東吾妻町コンベンションホール（東吾妻町原町） 30人

11月14日（木） 午後１時30分～３時 高崎商科大学
（高崎市根小屋町）

60人
＊

12月19日（木）午後１時30分～３時 みどり市民体育館
（みどり市笠懸町）

60人
＊

◆ＤＥＴ研修（障害平等研修）に参加してみませんか
日程・時間など ※定員はいずれも先着順　＊は講義形式

農福連携の推進（施設外就労の場合）
人手が
足りない

福祉
事業所
など

共同
受注窓口

働く場を
確保したい

マッチング依頼・調整

相談・
　調整

農家

農福連携
相談窓口
（JA）

マッチング・
調整

双方にメリット双方にメリット

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て

飯
いい

島
じま

邦
くに

敏
とし

さん

受講者と対話しながら研修を進める飯島さん

「障害とは何か？」
～受講者の意識の変化～

【受講前】
・体が不自由
・できないことが多い
・助けや介護が必要な人
　　↓
【受講後】
・周り（社会）の環境が生
み出すもの

・差別や偏見、配慮不足
・みんなで変えていける
　（なくしていける）もの


